
■
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
と
は
…

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
と
は
国
際
標

準
化
機
構
が
制
定

す
る
国
際
規
格
で
、組
織
が
事
業
や
活
動
を

行
う
う
え
で
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
管
理
す

る（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）こ
と
に
よ
り
、

環
境
に
与
え
る
負
荷
や
リ
ス
ク
を
低
減
し
、

そ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
行
動
を
継

続
的
に
改
善
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
作
成
・
実
施

組
織
は
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
た
め
、
組
織
、
責
任
、
実
務
、
手
順
、

プ
ロ
セ
ス
を
定
め
た
シ
ス
テ
ム
を
自
主
的

に
作
成
し
、実
施
し
ま
す
。そ
の
基
準
と
な

る
規
格
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
よ
る
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
経
営
・
管
理
）
の
観
点
か
ら
、経
営
層（
市

長
）自
ら
が
、常
に
問
題
点
と
課
題
を
明
確

に
し
、環
境
の
保
全
・
創
造
を
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
指
揮
す
る
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
方
式
を
と
り
、
す
べ
て
の
部
署
で
職

員
一
人
一
人
が
前
向
き
に
係
わ
り
、
取
り

組
む
全
庁
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
経

営
層
（
市
長
）
自
ら
が
、組
織
（
市
役
所
）

と
し
て
取
り
組
む
、
環
境
の
保
全
・
改
善

に
関
す
る
基
本
理
念
お
よ
び
基
本
方
針
を

定
め
た
環
境
方
針
を
策
定
し
、
市
内
外
に

表
明
、ま
た
、環
境
の
保
全
・
改
善
に
関
す

る
活
動
を
継
続
的
に
推
進
し
ま
す
。

組
織
（
市
役
所
）
は
、
環
境
方
針
に
基

づ
き
、
各
事
業
に
お
け
る
目
的
・
目
標
お

よ
び
実
施
計
画
を
策
定
（
Ｐ＝

プ
ラ
ン
）

し
、
実
施
（
Ｄ＝

ド
ゥ
）
し
、
事
業
の
結

果
を
確
認
（
Ｃ＝

チ
ェ
ッ
ク
）
し
、
見
直

し
（
Ａ＝

ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
図
る
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
環
境
の
保
全
・
創

造
の
継
続
的
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

2

６
月
９
日
、
狭
山
市
は
、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格

で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。
適
用
範
囲
は
、

『
市
役
所
本
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
事

務
・
事
業
』
の
環
境
側
面
で
、
４
月

か
ら
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
活
動
も
含
め
た

市
役
所
本
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
事
務
・

事
業
を
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
に
す

る
た
め
の
『
仕
組
み
』
の
構
築
に
取

り
組
み
、
今
回
の
認
証
と
な
り
ま
し

た
。
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

は
環
境
負
荷
を
低
減
し
て
い
く
た
め

の
計
画
を
具
体
化
す
る
手
法
と
し
て
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
今
回
は
、
導
入
の
効
果
、

特
徴
、
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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●狭山市環境方針
《基本理念》
狭山市役所は、地球環境の保全を考え、自然と市民が
共生できる持続的発展が可能な地域社会を目指して、全
職員・全職場が一体となり環境の保全と創造に率先的・
継続的に取り組みます。

《基本方針》
（１）環境に配慮した事務・事業の推進
狭山市役所の事務・事業等の地域社会での重要性とそ
れらが環境に与える様々な影響を良く認識した上で、環
境基本計画に基づく事業を始めとした諸事業において適
切な環境への配慮行動の仕組みをつくります。
（２）市庁舎における循環型システムと地球温暖化防止対策の推進
市庁舎において環境保全・改善の仕組みを構築し、そ
の仕組みを継続的に改善することで、汚染の予防に努め
ます。特に、以下の事項について推進します。
�省エネルギー・省資源及びリサイクルを推進し、率先
して環境の継続的改善を図ります。
�温室効果ガスの排出を抑制することにより、率先して
温暖化の問題に取り組みます。
（３）法規制などの遵守
環境関連法令等の遵守はもとより、自ら定めた環境へ
の取組を率先して推進します。
（４）環境目的と目標の設定及び見直し
環境に与える主要な要因を継続的に改善するため、技
術的・経済的に可能な範囲で達成すべき目的及び目標を
定め、状況に併せて見直しをしていきます。
（５）職員の教育・実践の徹底
基本理念と基本方針を文書化し、全職員に周知すると
ともに、環境への配慮行動を実践するため、継続的に教
育・訓練を行います。
（６）開かれた市政
基本理念と基本方針は、内外に公表し、その情報が入
手できるようにします。

２０００年１月５日
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システムの
特 徴

■
市
庁
舎
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
に
係

る
事
務
・
事
業
を

シ
ス
テ
ム
で
管
理

し
、効
率
的
に
取
り
組
み
ま
す
。運
用
の
効

果
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
温
室
効
果

ガ
ス
に
換
算
し
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

■
環
境
基
本
計
画
の
施
策
と
事
業
を
推
進

す
る
仕
組
み
と
し
て
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
を

活
用
し
ま
す
。

■
公
共
工
事
に
お
け
る
環
境
配
慮
項
目
を

定
め
、
低
騒
音
型
の
建
設
機
械
の
選
定
や

建
築
副
産
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
な
ど
）
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
公

共
工
事
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実

施
、
維
持
、
改
善

�
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
実

施
し
た
結
果
が
環
境
方
針
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
の
確
認

�
そ
の
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
外
部
へ

提
示

�
第
三
者
機
関
に
よ
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
審
査
登
録

�
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
へ
の
適
合
性
を

自
己
診
断
・
公
表

導入の
効 果

■
環
境
保
全
へ
の

効
果

�
紙
な
ど
の
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

関
す
る
削
減
目
標
を

設
定
し
、そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
活
動
全
般
に
わ
た
る
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

�
市
が
率
先
し
て
、
環
境
へ
の
負
荷
が
低

い
製
品
の
導
入
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
配
慮
型
製
品
の
流
通
ル
ー
ト
の
確
保
や

市
場
の
形
成
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
市
庁
舎
内
部
に
お
け
る
効
果

�
審
査
登
録
機
関
に
よ
る
外
部
監
査
を
定

期
的
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、事
務
・
事
業

の
評
価
や
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の
進
行

管
理
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基
づ
く
継
続
的

改
善
に
よ
り
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、省
資
源
な

ど
に
よ
る
経
費
の
削
減
が
進
み
、
行
政
運

営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
職
員
の
環
境
保
全
に
向
け
た
意
識
改
革

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
市
民
や
事
業
者
に
対
す
る
効
果

�
市
民
や
事
業
者
に
対
し
、環
境
保
全
に
向

け
た
行
動
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

す
。

�
事
業
者
に
対
し
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
基
づ
い
て
構
築

さ
れ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
、

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
的
が
達
成
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
次
の

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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実
行
組
織�

▼
事
業
別
実
行
責
任
者
（
各
部
局
長
）�

▼
環
境
管
理
推
進
員
（
各
課
長
）�

�

環
境
管
理
責
任
者
（
環
境
部
長
）�

環
境
管
理
副
統
括
者
（
助
役
）�

環
境
管
理
統
括
者
（
市
長
）�

環
境
管
理
委
員
会�

▼
委
員
長
・
環
境
管
理
副
統
括
者�

▼
収
入
役
、
教
育
長
、
各
部
長�

�

　
シ
ス
テ
ム
の
組
織
体
制�

　
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に�

お
け
る
組
織
体
制
は
、
次
の
と
お
り�

で
す
。�

内
部
環
境
監
査
チ
ー
ム�

▼
主
任
環
境
監
査
員�

▼
環
境
監
査
員�

環
境
管
理
推
進
事
務
局�

▼
環
境
政
策
課�

環
境
審
議
会�

市
議
会�

環境パフォーマンス…環境マネジメントシステムにおいては、技術的・経済的に管理および達成可能な目的・目標を
設定します。この目的・目標の具体的な成果・結果をいいます。

●日常の事務活動などにおける平成12年度目標値

取り組み

4

本
シ
ス
テ
ム
で

は
、日
常
の
事
務
活

動
な
ど
に
お
け
る

環
境
配
慮
、市
庁
舎

の
環
境
設
備
の
適

正
管
理
、
施
策
・
事
業
に
お
け
る
環
境
配

慮
の
３
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

■１
日
常
の
事
務
活
動
な
ど
に
お
け
る
環
境

配
慮日

常
の
事
務
活
動
な
ど
に
お
け
る
環
境

配
慮
を
市
役
所
と
し
て
率
先
し
て
実
行
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
項
目
で
す
。
特
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
（
地
球
温
暖

化
防
止
計
画
）
に
つ
い
て
は
、
環
境
庁
示

達
の
法
定
計
画
事
項
で
も
あ
り
、
現
時
点

で
の
最
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
本
庁
舎
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
抑
制

※
平
成
１６
年
度
の
本
庁
舎
か
ら
排
出
さ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
平
成
１１
年
度

か
ら
１０
％
削
減
す
る
。
平
成
１２
年
度
に
つ

い
て
は
平
成
１１
年
度
か
ら
２
％
削
減
す
る

具
体
的
活
動

�
庁
用
車
の
燃
料
使
用
量
の
抑
制

�
冷
暖
房
な
ど
に
使
用
す
る
都
市
ガ
ス
の

使
用
量
の
抑
制

�
電
気
使
用
量
の
抑
制

�
コ
ピ
ー
使
用
枚
数
の
削
減

�
ご
み
排
出
量
の
抑
制

※
数
値
に
つ
い
て
は
上
記

の
表
を
参
照

■２
市
庁
舎
の
環
境
設
備

の
適
正
管
理

市
役
所
本
庁
舎
の
環
境

設
備
（
冷
温
水
発
生
機
な

ど
）に
お
い
て
、環
境
負
荷

の
低
減
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
含
め
適
正

に
管
理
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
項
目
で
す
。

▼
市
庁
舎
の
環
境
設
備

の
管
理
強
化

※
市
庁
舎
の
環
境
設
備
に

関
わ
る
法
的
お
よ
び
そ
の

他
の
要
求
事
項
を
遵
守
す

る
。環
境
設
備
の
点
検
実
施

率
を
１
０
０
％
と
す
る

■３
施
策
・
事
業
に
お
け
る
環
境
配
慮

市
役
所
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事

業
に
お
け
る
環
境
配
慮
を
目
的
と
し
て
、

以
下
に
分
類
し
ま
す
。

環
境
の
保
全
・
創
造
を
目
的
と
す
る

施
策
・
事
業

主
に
環
境
基
本
計
画
に
関
連
す
る
施

策
・
事
業
を
推
進
し
、
環
境
の
保
全
・
創

造
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
今
年
度
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
・

事
業
を
重
点
的
取
り
組
み
事
業
施
策
と
し

て
抽
出
し
、
緑
地
保
全
や
環
境
に
や
さ
し

い
製
品
の
普
及
な
ど
２６
施
策
（
１０
所
属
）

に
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
施
策
・
事
業
（
公
共
工
事

を
伴
う
施
策
・
事
業
）

公
共
工
事
を
伴
う
総
合
振
興
計
画
の
対

象
事
業
お
よ
び
予
算
額
１
千
万
円
以
上
の

施
策
・
事
業
を
特
定
し
、
環
境
配
慮
に
取

り
組
み
ま
す
。

�
各
事
業
を
実
施
す
る
際
に
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
大
気
汚
染
、水
質
汚
濁
、騒
音
、

振
動
、
土
壌
汚
染
な
ど
を
防
止
、
軽
減
す

る
た
め
、
環
境
基
本
計
画
に
掲
載
す
る

「
事
業
別
環
境
配
慮
指
針
」
に
基
づ
き
環

境
配
慮
の
徹
底
（
３８
事
業
を
対
象
）
を
図

り
ま
す
。

目 標 値

４，１９７�削減

２，３７７�削減

３８，２４６kWh削減

１４０，８１７枚削減

１００�以内

１１年度実績

８３，７９４�

１１８，８４５�

１，９１２，２７２kWh

２，８０９，９０５枚

約２００�

取 組 項 目

庁用車の燃料使用量を前年度比
で５％削減する

冷暖房などにおける都市ガス使
用量を前年度比で２％削減する

電気使用量を前年度比で２％
削減する

コピー使用枚数を前年度比で
５％削減する

１人１日あたりのごみの排出量
を１００	以下にする
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環境循環型社会を構築し、環境保全を推進します

今日、私たちを取り巻く環境は、地球温暖化、
オゾン層の破壊等の地球規模での環境問題に対
する早急な対策が問われており、私は、こうした
問題に対し、まずできることから実行する必要
があると考えております。１９９２年のリオ・デ・
ジャネイロにおける「地球サミット」では、持続
可能な開発を実現するための具体的な行動計画
である「アジェンタ２１」が採択されるなど、今

日的な環境問題の取り組みが示され、地球規模での環境保全対策が必
要とされています。こうした状況の中、狭山市では、平成８年度に、
全国で３番目の「リサイクル都市・狭山」を宣言し、自然と調和した
リサイクル型社会の実現に向け努力するとともに、平成９年度には、
狭山市環境基本計画を策定し、総合的、計画的な環境行政の推進を
図ってまいりました。また、公共施設の建設においても、太陽と風と
水をテーマに自然エネルギーを利用した、エコスクール（入間川小学
校）の建設をはじめ、現在建設中の健康増進・市民交流を目的とした
施設にも自然エネルギーを導入し、地球環境の保全を積極的に推進し
ております。この度、認証取得いたしました、環境管理の国際規格Ｉ
ＳＯ１４００１は、市が率先して環境問題に総合的に取り組んでいる
姿勢を、市民の皆様をはじめ、市内の事業者また関連する業界団体等
に対して模範的に示したものであり、地球環境問題に対する一般の
知識を一段と高める成果をもたらすと同時に市政の透明度を高め、
市民の皆様及び事業者との間に、なお一層の信頼感を醸成するもの
と考えます。このＩＳＯ１４００１という国際規格は、ＰＤＣＡサ
イクルすなわち、計画をたて、それを実行し、チェックをし、さら
に改善のための行動を繰り返しながら、確実に環境負荷の削減をは
かり、地域の環境を改善していくツールです。今後更にこのＩＳＯ
１４００１というツールを行政の中で有効に活用しながら、狭山市
がその地域の特性を活かしつつ、循環型社会の構築を図るとともに、
地球規模での環境保全対策に先導的な役割を担っていきたいと考え
ております。また、今回の認証取得は、ゴ－ルではなく、システム
の試運転が終わったということを理解し、これからが、出発点であ
ることを十分認識して、今後、この仕組みを大事に育てていくこと
をお約束します。最後に、この素晴らしい地球環境を次の世代に引
き継ぐために、皆様のご協力をお願いいたします。
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狭山市長・町田潤一

●
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
へ
内
線
３
６
７
１

環境側面…狭山市の活動（事務・事業）として、環境に影響を与えるあるいは与える可能性のあるもの。
この場合の影響とは、環境に与える負荷とともに、よい影響も含みます。

▲６月１５日、市役所でISO１４００１認証式が行われ、�日本品
質保証機構理事長から市長に登録証が授与されました。

今後の
課 題

今後の
展 開

環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
、

一
層
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
く
た

め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
り
継
続
的
な
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■１
施
策
・
事
業
の
評
価
方
法
の
充

実
と
拡
大

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
全
て
の
施

策
・
事
業
を
対
象
に
、
環
境
側
面
の
抽
出
・

評
価
を
行
い
、
本
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る

施
策
・
事
業
に
加
え
て
い
き
ま
す
。

■２
施
策
・
事
業
の
目
的
を
設
定
す

る
方
法
の
検
討

環
境
の
保
全
・
創
造
の
目
的
を
設
定
す

る
に
あ
た
り
、
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

つ
な
が
る
指
標
を
用
い
て
い
き
ま
す
。

■３
そ
の
他
の
施
策
・
事
業
（
公
共

工
事
を
伴
う
施
策
・
事
業
）
の
環

境
配
慮
の
充
実

公
共
工
事
の
環
境
配
慮
を
見
直
し
て
、

計
画
、
設
計
や
施
工
時
の
配
慮
項
目
を
詳

細
化
し
、
請
負
業
者
の
実
施
の
確
認
や
そ

の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
評
価
が
可
能

と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
出
先
機

関
へ
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
は
じ
め
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
仕
組
み
を
利
用

し
た
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
の
策
定

や
、
市
民
お
よ
び
企
業
へ
の
啓
発
や
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■１
市
の
出
先
機
関
な
ど
へ
仕
組
み
を

広
げ
る

公
民
館
や
出
張
所
な
ど
の
出
先
機
関
の

事
務
活
動
に
つ
い
て
も
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

■２
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
仕
組
み
を
利
用

し
た
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
の
策
定

「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
計
画
（
実
行
計
画
）」

の
策
定
に
取
り
組
み
、
市
の
事
務
や
事
業

に
関
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制

な
ど
の
措
置
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■３
市
民
お
よ
び
企
業
へ
の
啓
発
、

支
援研修

会
や
相
談
会
の
開
催
、
広
報
紙
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
環
境
に
対

す
る
配
慮
な
ど
の
啓
発
、
企
業
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
取
得
に
対
す
る
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。
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